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亜硝酸リチウムの最適な圧入量に関する検討が乏しい．
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骨材膨張（ASR）抑制機構 鉄筋腐食抑制機構

亜硝酸リチウムによるアルカリシリカ反応（ASR）を抑制

亜硝酸リチウムによる鉄筋腐食を抑制

研究背景（２）

カバープレートにより覆われている桁内空間は、除湿システム
を設けて、相対湿度を50％以下に制御する防食工法
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影響は？
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異なる相対湿度環境に曝露
促進中性化

研究目的
ASR抑制機構

反応性骨材の非膨張化
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ASRによる膨張機構

鉄筋腐食抑制機構
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鉄筋腐食反応

亜硝酸リチウムと水（漏水，雨水），湿度，気温

→鉄筋腐食およびASRの抑制に影響

水切り

環境作用（相対湿度と温度）と亜硝酸リチウム圧入量が
鉄筋腐食およびASRの抑制に及ぼす影響について検討

実験概要(鉄筋腐食に及ぼす影響)
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圧入量：

曝露環境：相対湿度3水準，温度3水準

計測項目：自然電位，腐食速度，質量など

計測期間：半年→1年半
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相対湿度の影響（温度20℃一定）
相対湿度40％ 相対湿度60％ 相対湿度80-90％
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鉄筋腐食は，周辺からの水分供給，亜硝酸リチウム溶液の水分，亜
硝酸リチウム圧入量の影響を受ける．



温度の影響（相対湿度一定）
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硝酸リチウム圧入量の影響を受ける．
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実験概要(ASRに及ぼす影響)
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圧入量：

曝露環境：相対湿度の影響，温度の影響，実環境を模擬

計測項目：長さ変化，質量など
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抑制効果のシナリオ
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供試体内部の水分逸散による収縮効果をどう評価？
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 異なる相対湿度，異なる圧入量における長さ変化は異なる．
 相対湿度90％の環境では，抑制効果が顕著ではない．
 相対湿度が小さい環境での長さ変化は乾燥収縮の影響を受ける．
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赤色→：セメントペーストとアルカリシリカゲルの乾燥収縮
緑色→：セメントペーストの乾燥収縮

乾燥収縮
  

ASRにおける相対湿度の影響
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相対湿度が70％以下の環境においては，いずれの亜硝酸リチ

ウム圧入量において収縮が進む一方，ASRの抑制効果が顕著

相対湿度が90％の環境においては，亜硝酸リチウム圧入量が

大きい場合，抑制効果があることが確認できる．
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まとめ

鉄筋腐食およびASRにおいて，亜硝酸リチウムの補修

効果は，その圧入量，温度および相対湿度など周辺

環境の影響を強く受ける．

補修工事においては，周辺環境状況に応じて適切な

圧入量を決めるべきである．

実際の環境状況に応じた詳細検討が必要である．
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